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令和７年５月 報道機関との定例懇談会 要旨 

１ 日  時 令和７年５月８日(木)13：00～13：50 

２ 会  場 市長応接室 

３ 参 加 者 報道機関９社、市側 

４ 懇談の概要 

(1) 情報提供項目

人事異動者（報道機関）の紹介後、新山根温泉べっぴんの湯ゆ祭りや第 10 回山形村短角牛山

あげツアー、第 10 回久慈あまちゃんマラソン大会など、市長から６件お知らせした。 

(2) 記者との質疑応答
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市 
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資料２「新山根温泉べっぴんの湯 ゆ祭り」 

入浴料の割引などの当日のイベントで目玉があれば教えていただきたい。また、４

月 27 日の久慈春まつりの挨拶で開湯 30周年と副市長が話されていた。この節目と連

動したイベントにしようという狙いはあるか。今後、節目に合わせたイベントの予定

はあるかお聞きしたい。 

現時点でそういったサービスは予定していないが、新山根六郷会が、べっぴんの湯

と一緒に企画したという点が今回の特徴である。 

今年４月から新しい指定管理者で運営している。新しい企画としてサイクリングイ

ベントがあり、山根を満喫しながら写真を撮るような内容となっている。地元の食材

を使った料理や温泉で癒やしてもらう取り組みも行う。開湯 30周年については十分に

PR しきれていないが、久慈市の奥座敷というイメージを持っていただくため、今後は

PR に盛り込んでいきたい。ご指摘は今後の参考にさせていただく。 

サイクリングは端神の水車祭りの川沿いを走る予定。道も整備されていて景色も良

い場所である。 

新山根六郷会は、どのようなメンバーで構成されているか。 

新山根六郷会の結成時期と、山根六郷研究会との関係性についてお聞きしたい。 

新山根六郷会は令和６年４月から活動を開始し、13 人のメンバーで構成されている。

活動しながら組織づくりも進めている。地域おこし協力隊や元隊員もメンバーである。

昨年、キャンプイベントを行った流れを受け、同会でも山根を盛り上げる活動を進め

ている。今回はその一環で、ゆ祭りを企画した。 

水車まつりを行ってきた「山根六郷研究会」とは別の団体（連動していない）だが、

山根を盛り上げたいという思いを新たな世代が引き継ぎ活動している。新山根六郷会

のメンバーの活動を聞いて移住を希望する方もいる。メンバーの詳細は後ほど提供し

たい。 

 ゆ祭りは今回が初めての開催か、新山根六郷会とのコラボは初めてなのか、同会と

して町おこしイベントが初開催なのかお聞きしたい。 

 ゆ祭りという名称で実施するのは今回が初めて。これまでべっぴんの湯で、田楽や
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地元産品の販売などのイベントを夏場に行ってきた。今回は新たに「ゆ祭り」という

形で実施し、今後継続するかは開催結果を見て検討すると思う。 

 新山根六郷会のメンバーが「山根キャンプ」というイベントを昨年開催し、100 人超

の参加者が集まっている。 

資料５「スペシャルオリンピックス日本・岩手久慈ブランチ開始式」 

活動日は月１回程度で不定期と書かれているが、これは久慈エリアにブランチを立

ち上げるものの、常駐スタッフや事務所ができるわけではないということか。練習会

や説明会に来た人の中から、参加を希望する人がアスリートとして所属していく形に

なるのか。窓口や募集方法についても教えていただきたい。また、市の関わり方につ

いてもお聞きしたい。 

事務局は盛岡にあり、県内４つの拠点（盛岡支部、気仙支部、県南支部、二戸支部）

で活動している。今回、新たに久慈エリアが加わる形になる。久慈での活動は毎月第

３日曜日を基本とし、５月 18 日㈰、６月 15 日㈰、７月 20日㈰に開催予定。 

参加希望者は毎回募集し開催する。なお７月 20日㈰は久慈市陸上競技場で、コーチ

トレーニングも行う予定。家族の方もコーチトレーニングを受講・登録できる仕組み。

登録して実際に参加するには、保険加入も必要でアスリートとして認定することにな

る。アスリートというと少し堅苦しく聞こえるが、参加者は原則アスリート登録が必

要で、大会出場の有無にかかわらず求められる。 

市としては、福祉事務所の立場から支援していく。参加者は、知的障がいのある方

や拓陽支援学校に通う生徒、年少者、就学前児童、また大人で運動する場を求めてい

る方など幅広い層を対象に募集する。現時点では拓陽支援学校から参加予定もある。 

今回の取り組みは、スペシャルオリンピックス日本・岩手が、拓陽支援学校や関係

団体へ声をかけ自主的に提案されたもの。その過程で福祉事務所にも声をかけていた

だいた。 

資料６「ライブラリサイエンス～虫よけ線香づくりワークショップ」 

図書館での理系分野のワークショップは、これまで実施されてきたのかお聞きした

い。 

ライブラリーサイエンスという名称で毎年理系分野のワークショップを開催してい

る。令和６年度は水素で走るミニカー実験、令和５年度はアンモナイトのレプリカ作

りなどを実施した。これらのイベントに合わせて、図書館内で理系分野の関連図書の

紹介も行っている。 

久慈秋まつり山車組の活動費について 

 久慈秋まつり山車組の金銭トラブルについて伺う。市から各山車組へ補助金が出て

いるが、こうした点も踏まえ、市長の受け止めと、何か要請や対応を行う考えがある

か教えていただきたい。 

 久慈秋まつりは当市にとって最大規模の集客イベントであり、年々人気も高まって

いる中で、このような事案が起きたことは大変残念である。秋まつりを盛り上げ、久
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慈を元気にしようと一生懸命活動している多くの方がいる中での出来事で、市のイメ

ージにも良くない影響がある。関係者が市議会議員であったことから、その責任は重

いと考えている。 

市では、山車運行の経費として各山車組に 50 万円の補助金を交付している。今回の

件を受け、各山車組に対し、資金管理や運行体制の徹底を改めてお願いし、注意喚起

を行いたいと考えている。報道が出た段階で、各山車組でも自主的なチェックは進め

られているとは思うが、市としても責任があり、しっかりと取り組んでいく。 

久慈秋まつりは、市民の皆さんから多額の寄付をいただきながら運営されている事

業でもある。今回の件によって寄付を控えようといった雰囲気が生まれないよう、引

き続き信頼回復に努め、適切な運営に取り組んでいきたいと思っている。 

自主防災組織率について 

５月 20日の交付式で 70 団体が結成され、結成率は 79.7%になると聞いている。着実

に結成率が上がっている印象があり、今年度の見込みや目標、長期的な目標があれば

教えていただきたい。また、交付団体が増えることで最終的な組織率はどれくらいに

なる見込みか併せてお聞きしたい。 

 令和４年度は 15 団体、令和５年度は 18 団体、令和６年度は９団体が新たに結成さ

れた。令和４年度以降、市民センターと協力した町内会への説明も進んだことから、

結成数が順調に増えている。今般 70 団体目が結成されたところであり、今年度も 10

団体程度の新規結成を目指していきたい。 

現在、市街地で１町内会、夏井地区で１町内会が結成に向け具体的に取り組んでい

るとのことである。 

結成率は世帯数に基づくため、町内会により世帯数の大小があり一概に結成率の見

込みを申し上げるのは難しいが、引き続き結成促進に努めたい。 

NTT 東日本久慈ビルの「津波等一時避難場所」使用に伴う地域住民向け内覧会について

 建物内部の紹介が主な内容という理解でよろしいか。今後も民間ビルを避難場所に

指定する動きはあるのか。現在、民間の避難場所は１カ所という認識でよいかお聞き

したい。 

内覧会では内部の紹介が主である。住民も参加することから、感想などもぜひ取材

していただければと思う。 

新たに民間ビルを避難場所に指定する動きは現在ないが、今後も継続して検討して

いきたい。なお、現在避難ビルとして指定しているのは計６カ所。うち民間ビルは久

慈第一ホテル、久慈グランドホテル、そして今回新たに加わる NTT 東日本久慈ビルの

３カ所。公的施設では合同庁舎、よむのす、久慈高校の３カ所である。

洋上風力発電について 

 地元漁協が事業を進めていくことを同意したと伺っているが、今後の市長の意気込

みや取り組みについて教えていただきたい。 

 久慈市沖の洋上風力発電事業を進めるには、先行利用者の理解が国の条件となって
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いる。このため、地元漁業者、周辺の漁業団体、そして大臣認可の全国漁業団体とも

丁寧に話し合いを重ねてきた。 

中でも最も重要なのは地元漁協の姿勢。今年３月に久慈市漁協が正式に事業に前向

きに取り組むという意思決定をしてくださった。これを受け、県を通じて経済産業省

に有望区域への指定を要請する予定。 

一部、地元以外の漁業団体から難色を示す声もあるが、引き続き丁寧に説明し理解

を求めていく。県から有望区域指定の意思表示を行えば、最終的な判断は国に委ねら

れることとなる。秋ごろには良い結果が得られるのではないかと期待している。 

 有望区域に指定されれば、具体的な協議会が立ち上がり、事業も一層進展する。地

元商工会議所や建設業協会をはじめ多くの方から経済活性化に繋がると、早期の推進

を強く希望されている。市としても、できるだけ早く前向きに取り組んでいきたい。

今回の漁協の意思決定は、大きな一歩であり、一つの重要なハードルを越えたと受け

止めている。 

市長がお話しされた他の漁業団体についても合意が必要なのか。これがクリアでき

ないと有望区域への移行は難しいのかをお聞きしたい。 

 最終的には国の判断になる。一部慎重な姿勢を示されている団体もあることから、

今後も丁寧に説明を継続し、理解を得る努力を続けていく。 

久慈川漁協について 

 久慈川漁協が３月末に解散してから１カ月以上経過し、解散による影響について、

市が把握していることがあれば教えていただきたい。また、市から補助金や出資など

の支援を行っていた場合、回収すべきものがあるのかについても教えていただきたい。

 非常に残念な結果だと受け止めている。経営が厳しい状況は担当から報告を受け、

相談にも乗ってきたが、これ以上続けると金銭的な負担が大きくなると久慈川漁協が

最終的に判断し解散に至った。本日付で官報に破産告示が掲載されると聞いており、

今後は法的手続きが進むことになる。 

久慈川漁協は東日本大震災や平成 28 年の台風 10号で被災し、国庫補助を活用して

大川目第２ふ化場を新設した。大川目第１ふ化場、小久慈ふ化場、滝のふ化場なども

復旧してきた。これらの事業には岩手県と市から間接補助金が出ており、その分が市

の債権として残っている。今後、破産手続きに参加して債権届を出すことになる。市

からの貸付金はない。 

主な影響としては、久慈川水系の資源管理団体がなくなったこと。これまでアユの

放流・解禁やチケット販売などを管理していたが、そうした業務を担う団体が消滅し

たこと。また、久慈市漁協が行っていた銀ザケ種苗生産の約 20%を久慈川漁協が担って

いたが、これも失われ、職員４名も解雇されたと聞いている。 

これまで県と連携しながら水産振興に取り組んできたが、久慈川漁協の倒産は大き

なダメージである。特に主力事業だったサケのふ化放流事業は収支の柱であったが、

それが立ち行かなくなる。これは地球環境の悪化による資源減少の影響も大きく、漁

協単体の問題というよりも広い課題だと認識している。水産業自体が厳しい状況にあ

り、久慈市漁協も銀ザケ養殖でなんとか持ちこたえているが、加工工場も倒産するな
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ど受け入れ体制は弱まっている。サケ資源の回復は県も研究機関と取り組んでいるが、

簡単に戻る状況ではない。今後は国レベルでの対策が必要だと考えている。 

市の債権額はどれくらいになるのか。また、銀ザケ種苗生産の２割を担っていた部

分は今後どうカバーされるのかお聞きしたい。 

現在、県と相談しながら市の債権額の算出作業を進めている。補助金の種類や算出

方法が複雑なため、県と市が補助率や割合を確認し、破産手続きに提出する債権額を

確定させる。そのため、具体的な金額は現時点でお示しできない。 

また、銀ザケ種苗の約２割を久慈川漁協が担っていたが、残り８割は市外の養魚場

から調達している。不足分についても市外から調達すると久慈市漁協から伺っている。

以 上 



久慈市

報道機関との定例懇談会 提供資料 

日時：令和７年５月８日(木) 13：00～ 

場所：市長応接室 

番号 資料名等 担当課 備考 

１ 主要行事予定 各課共通 

２ 新山根温泉べっぴんの湯 ゆ祭り 商工観光課 

３ 第 10 回山形村短角牛山あげツアー 産業建設課 

４ 
路線バス『久慈大野線 』で出かけよう！そば打ち体験

ツアー 
地域づくり振興課

５ 
スペシャルオリンピックス日本・岩手久慈ブランチ開

始式
社会福祉課

６

ライブラリサイエンス「虫よけ線香づくりワークショ

ップ」～あの虫から身を守る 虫よけについて学ぼう

～

生涯学習課

７ 第 10 回久慈あまちゃんマラソン大会 生涯学習課
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5月1 0 8（土） 9時～1 5時 新山根温泉べっぴんの湯
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て
み
ま
せ
ん
か
⁉

 
体
験
料
を
特
別
に
割
引
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま
の
お
申
込
み
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
！
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。
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2025 年 5 月 1 日 

県政記者クラブ 各位 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　認定特定非営利活動法人　　 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　スペシャルオリンピックス日本・岩手 

理事長　平野　ユキ子 

 

スペシャルオリンピックス日本・岩手久慈ブランチ開始式のお知らせ 

　スペシャルオリンピックス日本・岩手（ＳＯＮ・岩手）は、知的障がいのある人たちに様々な

スポーツトレーニングとその成果の発表の場である競技会を提供することにより、健康増進や

社会参加の促進を図ることを目的として活動している団体でございます。 

　ＳＯＮ・岩手では、これまで県沿岸北部地域には活動拠点がありませんでしたが、この度久慈

地域の方々のご協力をいただき、当地域における新たな活動拠点として久慈ブランチを立上げ、

スポーツプログラム活動（陸上競技）を開始することといたしました。 

今般、久慈ブランチの活動開始に当り、ここに来るまでご協力いただいた方々等をお招きし

て下記により開始式を行うこととしましたので、お知らせいたします。取材を通してアスリート

（知的障がいのある人たち）を激励していただければ幸いでございます。どうぞよろしくお願い

いたします。 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記 

1 日時・場所 

2025 年 5月 18 日（日）10：00～10：30 

　　久慈総合運動公園陸上競技場管理棟（久慈市長内町） 

　　（開始式後、陸上競技場にて通常練習） 

2 開始式内容 

理事長あいさつ、アスリート紹介、来賓祝辞、アスリート及びファミリ－代表あいさつ 

3　久慈ブランチの概要 

　　別紙のとおり 

4　スペシャルオリンピックス日本・岩手の概要 

添付のリーフレットのとおり 

 
　 

 

 

 

 

 

 

【問合せ】 
認定 NPO 法人　スペシャルオリンピックス日本・岩手 

　事務局長　高橋友三 
〒020－0885　岩手県盛岡市紺屋町 4－24 
Tel/Fax :　019－613－5277　 
E-mail ：　iwate@son.or.jp 
火曜日から金曜日 9：30～15：00　在局 

URL   http://son-iwate.or.jp
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スペシャルオリンピックス日本・岩手久慈ブランチの概要 

 

１　立上げの経緯 

　・　2024 年 6月　アスリート募集説明会開催（久慈市社協にて） 

対象：久慈拓陽支援学校児童生徒及び保護者、就労支援事業所利用者 

協力者 4名参加。陸上競技で活動を開始していく方針を説明。 

・ 　同　年 7月　陸上競技体験会開催（久慈市立侍浜中学校にて） 

　　　　　　　　アスリート 3名はじめファミリー等 9名参加 

・ 　同　年 9月～11 月　お試し練習会実施（久慈総合運動公園陸上競技場にて） 

　　　　　　　アスリート延べ 9名参加。来シーズンの継続的参加を確認 

・ 2025 年 4 月　正式なプログラムとして活動開始 

 

2　アスリートについて 

4/1 現在で 3名。　男女別：男子 3名（10 代）　 

3　2025 シーズンの活動日・場所 

毎月 1回程度不定期。（4月～11 月）　　時間は 10：00～12：00 

久慈総合運動公園　陸上競技場（雨天時は管理棟にて軽運動） 

4　今後の競技会等の予定 

・ 久慈ブランチ内での記録会実施（6月、9月頃） 

・ 盛岡、二戸ブランチと合同での競技会実施（10月頃） 

 

 

陸上競技体験会 
（2024.7.7）

お試し練習会 
（2024.11.17）
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